
●
は
じ
め
に

　

一
九
九
〇
年
代
に
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
諸
国
で
は
新
自
由
主
義
改
革
が
席
巻

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
の

サ
リ
ー
ナ
ス
政
権
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

メ
ネ
ム
政
権
、
ペ
ル
ー
の
フ
ジ
モ
リ
政

権
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
カ
ル
ド
ゾ
政
権
な
ど

が
代
表
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
二
一

世
紀
に
入
る
と
こ
の
流
れ
が
崩
れ
始

め
、
多
く
の
国
で
左
派
政
権
が
樹
立
さ

れ
た
。
そ
の
例
と
し
て
べ
ネ
ス
エ
ラ
の

チ
ャ
ベ
ス
政
権
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
キ

ル
チ
ネ
ル
政
権
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ル
ー
ラ

政
権
、
ボ
リ
ビ
ア
の
モ
ラ
レ
ス
政
権
な

ど
が
有
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治

変
化
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
、
新
自
由

主
義
改
革
へ
の
反
動
と
し
て
説
明
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
特
に
急
激
か
つ
徹
底

的
な
民
営
化
は
成
果
に
乏
し
く
、
不
満

が
募
る
結
果
に
至
っ
た
と
い
う
。
つ
ま

り
、
大
き
な
犠
牲
を
は
ら
っ
た
改
革
の

結
果
と
し
て
期
待
さ
れ
た
経
済
成
長
は

実
現
せ
ず
、
改
革
疲
れ
や
改
革
へ
の
失

望
を
人
々
に
与
え
、
改
革
を
推
進
す
る

政
権
は
支
持
を
失
い
、
政
治
は
左
傾
化

し
、
広
く
左
派
政
権
が
代
わ
っ
て
誕
生

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
る
。

定
説
で
は
、
こ
の
後
、
左
派
政
権
を
急

進
左
派
（
チ
ャ
ベ
ス
政
権
、
モ
ラ
レ
ス

政
権
な
ど
）
と
穏
健
左
派
（
ル
ー
ラ
政

権
、
チ
リ
の
ラ
ゴ
ス
政
権
な
ど
）
の
二

つ
に
分
け
て
、
左
派
政
権
で
も
方
向
性

や
政
策
は
一
様
で
は
な
い
と
い
う
説
明

が
な
さ
れ
る
が
、
総
じ
て
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
で
は
ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ
う
に
左
傾

化
が
進
行
し
、
左
派
政
権
が
樹
立
さ
れ

た
イ
メ
ー
ジ
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

　

定
説
に
は
例
外
が
つ
き
も
の
で
あ

る
。
な
か
で
も
民
主
主
義
が
比
較
的
定

着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
コ
ス
タ
リ
カ
の

リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
政
党
は
例
外
中
の

例
外
か
も
し
れ
な
い
。
コ
ス
タ
リ
カ
で

も
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
新
自
由
主
義

経
済
政
策
が
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

必
ず
し
も
成
果
が
あ
が
っ
た
と
は
認
識

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
先
ほ
ど
の
「
新
自
由
主
義
改
革
→

乏
し
い
成
果
→
政
治
の
左
傾
化
」
と
い

う
定
説
か
ら
い
え
ば
コ
ス
タ
リ
カ
で
も

左
傾
化
が
進
行
す
る
べ
き
で
あ
り
、
右

派
の
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
政
党
が
伸
長

す
る
の
は
上
記
の
定
説
と
は
あ
ま
り
整

合
的
で
は
な
い
。
し
か
し
、
コ
ス
タ
リ

カ
で
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
一
九
九
四
年

に
創
設
さ
れ
た
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
政

党
が
二
一
世
紀
に
入
っ
て
も
伸
長
し
た

の
で
あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
例
外
を
検

討
す
る
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
二

つ
の
点
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
第
一

に
、
定
説
と
一
見
矛
盾
す
る
例
外
は
そ

れ
自
体
で
検
討
に
値
す
る
。
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
、
定
説
か
ら
一
歩
進
む
手
が
か

り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。
例

え
ば
、
二
〇
一
〇
年
に
誕
生
し
た
チ
リ

の
ピ
ニ
ェ
ラ
政
権
は
右
派
政
権
で
あ

り
、
こ
の
点
か
ら
す
る
と
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
地
域
の
左
傾
化
と
い
う
定
説
も
再

考
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら

だ
。
第
二
に
、
先
進
工
業
国
で
は
新
自

由
主
義
改
革
こ
そ
が
、
福
祉
国
家
の
乏

し
い
結
果
を
受
け
て
、
あ
る
程
度
ま
で

の
国
民
の
負
託
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た

と
い
う
経
緯
を
振
り
返
る
時
、
発
展
途

上
国
で
も
左
派
だ
け
で
な
く
広
い
政
治

の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
を
み
て
お
く
こ
と
は

そ
れ
な
り
に
意
味
が
あ
る
こ
と
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
政
治
の
振
り
子
が
右
に

動
き
始
め
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
、
一
九
九
四

年
に
創
立
さ
れ
た
コ
ス
タ
リ
カ
の
リ
バ

タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
政
党
で
あ
るP

artid
o
 

M
o
vim

ien
to

 L
ib

ertario

（
政
党
リ

バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
運
動
、
以
下
Ｍ
Ｌ
）

で
あ
る
。
大
統
領
選
に
三
回
に
わ
た
っ

て
出
馬
し
た
同
党
創
設
者
の
一
人
で
あ

る
オ
ッ
ト
・
ゲ
バ
ラ
（O

tto
 G

u
e-

vara G
u
th

）
氏
に
著
者
は
二
〇
一
二

年
九
月
六
日
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ

た
。

●
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
は
何
か

　

コ
ス
タ
リ
カ
の
話
を
始
め
る
前
に
リ

バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
簡
単
に
ま

と
め
て
お
こ
う
。
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム

と
は
、
市
場
の
自
由
を
擁
護
し
、
自
由

市
場
は
本
質
的
に
正
し
い
と
い
う
信
条

久
松
佳
彰

コ
ス
タ
リ
カ
の
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
政
党

新自由主義時代のコスタリカ
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を
も
ち
、
社
会
を
平
等
に
し
よ
う
と
す

る
再
分
配
税
制
は
本
質
的
に
悪
だ
と
考

え
、
人
間
の
権
利
に
対
し
て
の
侵
害
だ

と
考
え
て
反
対
す
る
政
治
的
信
条
と
さ

れ
る
。
理
論
的
に
は
ロ
バ
ー
ト
・
ノ
ー

ジ
ッ
ク
が
有
名
で
あ
る
が
、
リ
バ
タ
リ

ア
ニ
ズ
ム
の
本
場
で
あ
る
米
国
で
の
普

及
に
は
ア
イ
ン
・
ラ
ン
ド
氏
に
よ
る
小

説
（『
水
源
』
や
『
肩
を
す
く
め
る
ア

ト
ラ
ス
』）
が
重
要
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
ま
た
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
経
済
学

者
、
特
に
『
選
択
の
自
由
』
を
書
き
、

同
名
の
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
に
出
演
し
た

ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
も
自
由
市

場
を
徹
底
的
に
信
奉
す
る
点
で
、
リ
バ

タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
理
論
的
支
柱
と
さ
れ

る
。

　

政
治
学
の
研
究
に
お
い
て
は
、
一
九

九
〇
年
以
降
の
先
進
国
で
の
政
治
変
化

は
、
左
・
右
と
い
う
次
元
で
は
捉
え
ら

れ
な
い
政
治
現
象
を
生
ん
だ
と
さ
れ

る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ

ム
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
米
国

で
は
し
ば
し
ば
経
済
的
自
由
と
個
人
的

（
人
格
的
）
自
由
を
共
に
支
持
す
る
の

が
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
、
経
済
的
自
由

の
み
を
支
持
す
る
の
が
保
守
主
義
、
個

人
的
自
由
の
み
を
支
持
す
る
の
が
リ
ベ

ラ
ル
と
さ
れ
る
。

　

発
展
途
上
国
で
の
政
治
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
変
化
は
先
進
国
の
そ
れ
と
は
ど
う

違
う
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
メ
キ
シ

コ
の
政
治
学
者
で
あ
る
ア
レ
ハ
ン
ド

ロ
・
モ
レ
ノ
に
よ
れ
ば
、
新
興
民
主
主

義
国
で
あ
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
旧
東

欧
で
は
民
主
主
義
が
当
然
視
で
き
な
い

た
め
に
、
先
進
国
で
重
要
に
な
っ
て
き

た
権
威
主
義
―
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の

対
立
軸
で
は
な
く
リ
ベ
ラ
ル
―
原
理
主

義
の
対
立
軸
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
点
、
民
主
主
義
の
定

着
で
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
な
か
で
は
例

外
的
な
コ
ス
タ
リ
カ
で
は
先
進
国
と
同

じ
く
権
威
主
義
―
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム

の
対
立
軸
が
よ
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
可
能
性
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
一
九
九
〇
年
代
以
降

の
世
界
の
政
治
に
お
い
て
左
派
だ
け
で

な
く
広
い
視
点
か
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

考
え
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

●�

コ
ス
タ
リ
カ
の
リ
バ
タ
リ
ア
ニ

ズ
ム
政
党
の
歴
史

　

Ｍ
Ｌ
の
創
設
に
は
、
ゲ
バ
ラ
氏
に
よ

れ
ば
三
人
が
強
く
関
わ
っ
て
い
る
と
さ

れ
る
。
一
人
は
ゲ
バ
ラ
氏
で
あ
る
が
、

他
の
二
人
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ボ
ニ
ー

リ
ャ
氏
と
ラ
ウ
ル
・
コ
ス
タ
レ
ス
氏
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
後
述
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
な
か
で
ゲ
バ
ラ
氏
も
触
れ
て

い
た
が
、
ラ
ウ
ル
・
コ
ス
タ
レ
ス
氏
は

キ
ュ
ー
バ
系
米
国
人
で
あ
り
、
フ
ロ
リ

ダ
・
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
政
党
の
首
脳

で
あ
っ
た
。
Ｍ
Ｌ
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に

よ
れ
ば
、
一
九
九
四
年
五
月
頃
に
他
の

メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
創
設
の
議
論
を
始

め
、
ボ
ニ
ー
リ
ャ
氏
か
ら
ペ
ル
ー
の
大

統
領
候
補
で
あ
っ
た
作
家
バ
ル
ガ
ス
・

リ
ョ
サ
氏
が
創
設
し
た
ペ
ル
ー
の
政
党

「
自
由
運
動
」
の
経
験
を
共
有
し
、
コ

ス
タ
レ
ス
氏
か
ら
米
国
で
の
リ
バ
タ
リ

ア
ニ
ズ
ム
政
党
の
経
験
を
共
有
し
た
と

い
う
。
こ
の
よ
う
に
他
国
の
政
治
運
動

の
経
験
か
ら
刺
激
を
受
け
て
Ｍ
Ｌ
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

Ｍ
Ｌ
は
一
九
九
四
年
一
二
月
に
創
設

さ
れ
、
一
九
九
七
年
二
月
一
四
日
に
最

高
裁
判
所
で
の
政
党
登
録
が
行
わ
れ

た
。
一
九
九
八
年
の
総
選
挙
に
参
加

し
、
サ
ン
ホ
セ
選
挙
区
の
議
員
選
挙
に

オ
ッ
ト
・
ゲ
バ
ラ
氏
が
政
党
リ
ス
ト
一

位
と
し
て
選
挙
戦
を
行
い
、
一
議
席
を

獲
得
し
た
た
め
、
ゲ
バ
ラ
氏
が
国
会
議

員
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
六
年
、
二
〇

一
〇
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
は
、
一
九

九
八
〜
二
〇
〇
二
年
の
国
会
議
員
時
代

の
積
極
的
な
活
動
に
よ
り
有
名
に
な
っ

た
ゲ
バ
ラ
氏
を
大
統
領
候
補
に
立
て
る

こ
と
で
国
会
議
員
を
多
く
当
選
さ
せ
る

こ
と
を
狙
い
、
大
統
領
選
と
国
会
議
員

選
挙
に
臨
ん
だ
。
二
〇
〇
二
年
選
挙
で

は
大
統
領
選
で
約
二
％
の
得
票
を
獲
得

し
、
六
人
の
国
会
議
員
を
当
選
さ
せ

た
。
二
〇
〇
六
年
総
選
挙
で
は
、
大
統

領
選
で
八
・
三
％
を
獲
得
し
、
六
人
の

国
会
議
員
を
当
選
さ
せ
た
。
二
〇
一
〇

年
総
選
挙
で
は
、
大
統
領
選
で
二
一
％

を
獲
得
し
、
九
人
の
国
会
議
員
を
当
選

さ
せ
た
。
こ
の
選
挙
で
は
ゲ
バ
ラ
氏
は

二
〇
〇
六
年
に
続
き
三
位
に
な
っ
た
も

の
の
、
二
〇
％
を
超
え
る
得
票
率
を
獲

得
し
、
将
来
の
大
統
領
へ
の
有
力
候
補

へ
名
乗
り
を
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●�

党
首
オ
ッ
ト
・
ゲ
バ
ラ
氏
と
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

ゲ
バ
ラ
氏
と
は
サ
ン
ホ
セ
市
内
の

「
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
家
」
と
名
付

け
ら
れ
た
Ｍ
Ｌ
の
本
部
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
待
合
室
の
壁
に
は

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
」
の
写
真
、
そ

し
て
ひ
と
つ
の
本
棚
に
は
チ
リ
大
統
領

の
ピ
ニ
ェ
ラ
氏
の
著
作
が
納
め
ら
れ
て

お
り
、
も
う
ひ
と
つ
の
本
棚
に
は
選
挙

関
係
の
本
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
た
。

　

長
身
の
ゲ
バ
ラ
氏
に
会
っ
て
ま
ず
感

じ
た
の
は
カ
リ
ス
マ
性
で
あ
っ
た
。
彼

に
は
個
人
史
、
そ
し
て
政
党
史
、
そ
し

て
今
後
の
展
望
な
ど
を
伺
っ
た
。
ま

ず
、
彼
は
一
九
六
〇
年
一
〇
月
生
ま
れ

で
あ
り
、
四
人
兄
弟
の
長
男
で
、
父
親

は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
の
幹
部
で
あ

り
、
副
大
統
領
候
補
に
ま
で
な
っ
た
と

コスタリカのリバタリアニズム政党  
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伺
っ
た
。
大
学
で
は
法
律
を
専
攻
し
、

公
共
企
業
へ
の
支
配
を
研
究
し
た
と
い

う
。
そ
の
後
、
二
〇
代
に
は
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｄ
の
奨
学
金
を
受
け
、
米
国
で
法
律
を

学
び
、
政
党
活
動
で
は
キ
リ
ス
ト
教
民

主
党
の
ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ
ル
・
ロ
ド
リ

ゲ
ス
氏
（
一
九
九
八
〜
二
〇
〇
二　

大

統
領
）
の
派
に
属
し
て
い
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
実
家
の
家
業
を
手
伝
う
傍

ら
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
支
援
を
受
け
た
Ａ

Ｎ
Ｆ
Ｅ
と
い
う
経
営
者
が
ま
と
ま
っ
た

自
由
主
義
支
援
団
体
で
勉
強
会
を
行
っ

て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
で
初
め
て
、
ミ

ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
『
選
択
の

自
由
』
の
ビ
デ
オ
を
観
た
と
い
う
。
そ

し
て
、
次
第
に
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
へ

の
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
。

　

す
で
に
述
べ
た
一
九
九
四
年
の
Ｍ
Ｌ

の
創
設
時
に
お
い
て
は
、
政
党
名
を
考

え
る
の
が
大
変
だ
っ
た
と
い
う
。
Ｍ
Ｌ

は
ス
ペ
イ
ン
語
のM

o
vim

ien
to

 L
ib

-

ertario

す
な
わ
ち
、
英
語
で
のL

ib
-

ertarian
 M

o
vem

en
t

で
あ
る
が
、

lib
ertario

と
い
う
ス
ペ
イ
ン
語
の
形

容
詞
に
は
元
々
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
意
味

が
あ
り
、
周
り
か
ら
と
や
か
く
い
わ
れ

た
ら
し
い
。
し
か
し
、
創
設
者
た
ち
は

L
ib

ertad

と
い
う
名
詞
で
は
な
く
形

容
詞
を
使
お
う
と
考
え
て
い
て
、
ま
た

n
eo

lib
eral

と
い
う
単
語
で
は
否
定
的

な
語
感
が
強
い
の
で
、
結
局lib

er-

tario

に
落
ち
着
い
た
と
語
っ
て
い

た
。
ロ
ゴ
に
は
赤
を
使
っ
た
が
、
こ
れ

も
共
産
主
義
を
連
想
さ
せ
る
と
反
共
産

主
義
の
人
々
た
ち
に
批
判
を
受
け
た
と

い
う
。

　

リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
聖
典
と
も
さ

れ
る
、
ア
イ
ン
・
ラ
ン
ド
氏
の
著
作
に

は
一
九
九
四
年
頃
に
ふ
れ
た
と
い
う
。

経
済
学
者
の
フ
リ
ー
ド
マ
ン
を
通
っ
て

か
ら
小
説
家
・
思
想
家
の
ラ
ン
ド
に
触

れ
る
と
い
う
遍
歴
に
ゲ
バ
ラ
氏
の
経
済

志
向
の
自
由
主
義
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

ゲ
バ
ラ
氏
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年

が
Ｍ
Ｌ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
っ

た
と
い
う
。
創
立
メ
ン
バ
ー
の
ラ
ウ

ル
・
コ
ス
タ
レ
ス
氏
と
政
党
路
線
を

巡
っ
て
対
立
し
た
。
現
実
路
線
・
中
道

右
派
よ
り
の
ゲ
バ
ラ
氏
に
対
し
て
、
コ

ス
タ
レ
ス
氏
は
よ
り
純
粋
主
義
を
主
張

し
、
Ｍ
Ｌ
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実

務
面
で
は
政
府
か
ら
の
政
党
補
助
金
を

受
け
る
か
ど
う
か
が
問
題
だ
っ
た
。
純

粋
主
義
か
ら
す
れ
ば
政
府
か
ら
補
助
金

を
受
け
取
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
現
実
路
線
を
と
る
ゲ
バ

ラ
氏
は
政
党
補
助
金
を
受
け
て
党
勢
拡

大
を
と
る
こ
と
を
決
断
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
っ
て
、
Ｍ

Ｌ
の
政
治
綱
領
は
社
会
面
よ
り
も
経
済

面
が
強
い
。
減
税
、
競
争
促
進
、
自
由

貿
易
、
規
制
緩
和
、
私
有
財
産
制
の
維

持
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
米
国
と
の
自

由
貿
易
協
定
に
は
先
頭
を
切
っ
て
賛
成

し
た
と
い
う
。

　

二
〇
一
〇
年
の
選
挙
戦
に
お
い
て

は
、
ゲ
バ
ラ
氏
は
治
安
が
最
大
の
イ

シ
ュ
ー
で
あ
る
と
読
み
、
警
察
力
で
治

安
を
維
持
す
る
強
硬
策
を
打
ち
出
し

た
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
も
ゲ
バ
ラ
氏
の

現
実
路
線
を
表
し
て
い
る
。
世
論
調
査

で
は
三
〇
〜
四
〇
％
を
獲
得
し
た
時
期

も
あ
っ
た
の
で
、
既
成
政
党
か
ら
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
さ
れ
た
と

ゲ
バ
ラ
氏
は
述
べ
て
い
た
。
一
例
と
し

て
は
、
ゲ
バ
ラ
氏
に
よ
る
と
、
コ
ス
タ

レ
ス
氏
と
袂
た
も
と

を
分
か
つ
以
前
に
Ｍ
Ｌ
が

出
版
し
た
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
を
啓
蒙

す
る
出
版
物
を
、
対
立
政
党
が
Ｍ
Ｌ
の

思
想
の
過
激
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

に
大
量
に
出
版
し
て
配
布
し
た
と
い
う
。

　

ゲ
バ
ラ
氏
に
Ｍ
Ｌ
の
支
持
層
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
経
済
的
な
自
由
か
ら
支
持

し
そ
う
な
企
業
家
層
は
支
持
層
に
な
っ

て
い
な
い
と
の
答
え
で
あ
っ
た
。
企
業

家
層
は
政
府
に
頼
っ
て
い
る
と
い
う
意

味
で
、
現
政
権
党
も
し
く
は
保
守
主
義

よ
り
で
あ
り
、
先
に
紹
介
し
た
Ｍ
Ｌ
の

綱
領
に
は
あ
ま
り
関
心
を
持
た
な
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
支
持
層
は
ど
こ
か
と
尋
ね
る
と
、

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
と
小
農

民
と
若
者
で
あ
る
と
の
答
え
で
あ
っ

た
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
に

属
す
る
人
々
は
規
制
緩
和
に
賛
成
す

る
。
例
え
ば
、
タ
ク
シ
ー
の
免
許
制
を

や
め
れ
ば
、
独
立
自
営
の
タ
ク
シ
ー
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
意

見
を
述
べ
て
い
た
。
小
農
民
も
土
地
を

獲
得
し
て
独
立
自
営
農
民
と
な
っ
て
輸

出
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
支

持
者
に
な
る
と
い
う
。
若
者
は
既
成
政

党
に
不
満
を
抱
い
て
い
る
場
合
に
票
を

獲
得
で
き
る
と
自
ら
分
析
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
Ｍ
Ｌ
の
固
定
支
持
層
は
選
挙

民
の
一
〇
％
以
下
で
あ
る
と
述
べ
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
以
上
は
す
べ
て

浮
動
票
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
認
識
を
示
し
て
い
た
。

　

で
は
、
民
営
化
と
競
争
振
興
の
ど
ち

ら
を
優
先
す
る
か
と
尋
ね
る
と
、
選
択

肢
を
増
や
す
と
い
う
意
味
で
、
競
争
振

興
を
民
営
化
よ
り
も
優
先
す
る
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
コ
ス
タ
リ

カ
の
現
状
に
合
わ
せ
た
現
実
主
義
で
あ

る
。
綱
領
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
経
済

面
で
の
自
由
主
義
が
強
く
、
社
会
面
で

の
自
由
主
義
は
さ
ほ
ど
で
も
な
い
。
後

者
の
具
体
例
と
し
て
、
例
え
ば
麻
薬
の

合
法
化
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
問

う
と
、
個
人
的
に
は
構
わ
な
い
が
、
現

実
的
に
は
コ
ス
タ
リ
カ
に
合
わ
せ
た
方

策
を
と
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
答
え
て
い
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た
。

　

次
に
、
チ
リ
の
ピ
ニ
ェ
ラ
政
権
を
ど

う
思
う
か
と
尋
ね
た
。
回
答
は
、
非
常

に
好
意
的
な
も
の
だ
っ
た
。
チ
リ
と
い

う
国
は
制
度
が
安
定
し
て
い
て
、
根
付

い
て
い
る
国
で
あ
り
、
教
育
に
お
い
て

も
バ
ウ
チ
ャ
ー
も
実
行
し
て
お
り
、
貿

易
に
お
い
て
も
自
由
貿
易
を
堅
持
し
て

お
り
、
良
い
政
策
を
実
施
し
て
い
る
と

思
う
と
の
答
え
で
あ
っ
た
。
コ
ス
タ
リ

カ
も
民
主
主
義
が
定
着
し
て
お
り
、
制

度
は
か
な
り
で
き
て
い
る
、
是
非
チ
リ

を
目
指
し
た
い
と
述
べ
て
い
た
。
で

は
、
チ
リ
の
よ
う
に
な
る
に
は
何
年
ぐ

ら
い
か
か
る
だ
ろ
う
か
と
問
う
と
、
二

〇
年
ぐ
ら
い
か
か
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
の
次
の
大
統
領
選
挙
で
も
頑
張

り
た
い
と
の
答
え
で
あ
っ
た
。

●
コ
ス
タ
リ
カ
大
統
領
選
の
現
状

　

二
〇
一
四
年
の
総
選
挙
は
、
憲
法
で

定
め
ら
れ
た
二
月
の
最
初
の
日
曜
日
で

あ
る
二
月
二
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
大
統
領
お
よ

び
国
会
議
員
が
選
出
さ
れ
る
。

　

九
月
中
旬
時
点
で
は
、
現
政
権
党
か

ら
出
馬
し
た
サ
ン
ホ
セ
市
長
ジ
ョ

ニ
ー
・
ア
ラ
ヤ
候
補
が
優
勢
に
選
挙
戦

を
進
め
て
お
り
、
各
種
の
世
論
調
査
で

は
五
〇
％
程
度
の
支
持
率
が
報
道
さ
れ

て
い
る
。
ゲ
バ
ラ
氏
は
三
位
も
し
く
は

四
位
で
あ
り
、
八
％
程
度
の
支
持
率
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。
ゲ
バ
ラ
氏
に
つ
い

て
は
二
〇
一
〇
年
選
挙
で
の
資
金
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

彼
の
政
治
を
刷
新
す
る
新
鮮
な
イ
メ
ー

ジ
や
カ
リ
ス
マ
性
が
薄
れ
た
感
も
否
め

な
い
。

●
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
民
主
主
義
が
か
な
り
定

着
し
た
と
認
識
さ
れ
て
い
る
コ
ス
タ
リ

カ
に
一
九
九
〇
年
代
に
誕
生
し
た
リ
バ

タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
政
党
（
Ｍ
Ｌ
）
を
紹
介

し
、
左
派
政
権
が
躍
進
し
た
こ
と
を

も
っ
て
左
傾
化
が
進
行
し
た
と
一
般
に

考
え
ら
れ
て
い
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
例
外
を
検
討
し
た
。
Ｍ
Ｌ
は
、

リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
社
会
的
側
面
よ

り
経
済
的
側
面
を
強
調
し
、
コ
ス
タ
リ

カ
政
治
の
既
成
集
団
を
切
り
崩
す
と
い

う
よ
り
も
そ
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
成
長
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
ゲ
バ
ラ
氏

の
個
人
的
な
ア
ピ
ー
ル
力
に
頼
る
点
も

大
き
い
た
め
、
今
後
、
Ｍ
Ｌ
は
泡
沫
政

党
に
陥
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。

　

民
主
主
義
が
定
着
し
て
い
く
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
な
ら
び
に
発
展
途
上
国
に
お

い
て
左
派
政
権
だ
け
で
は
な
く
右
派
の

台
頭
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
Ｍ
Ｌ
の

事
例
は
教
え
て
く
れ
る
。
冒
頭
に
触
れ

た
南
米
チ
リ
を
考
え
て
も
、
左
派
政
権

が
数
期
続
い
た
後
に
右
派
の
ピ
ニ
ェ
ラ

政
権
が
樹
立
さ
れ
て
い
る
。
他
の
国
で

も
同
様
な
現
象
が
今
後
起
き
な
い
と
も

限
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
政
治
の
二
一
世
紀
初
頭
と
は

「
政
治
の
門
戸
開
放
」
で
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
国
の
そ
の
時
の
事

情
に
よ
っ
て
、
左
派
政
権
だ
け
で
な
く

右
派
の
台
頭
も
許
す
可
能
性
も
あ
る
こ

と
を
本
事
例
は
示
唆
し
て
く
れ
る
。

　

本
稿
の
元
に
な
っ
た
筆
者
が
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
に
お
い
て
参
加
し
た
コ
ス

タ
リ
カ
研
究
会
で
は
、
筆
者
は
二
つ
の

政
治
経
済
学
的
な
視
点
か
ら
コ
ス
タ
リ

カ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。
ひ
と
つ
は
、

コ
ス
タ
リ
カ
に
お
け
る
民
主
主
義
の
価

値
が
経
済
的
な
貧
富
の
違
い
に
よ
っ
て

影
響
を
受
け
る
の
だ
ろ
う
か
、
も
し
く

は
両
者
は
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
し
ば
し

ば
、
経
済
発
展
に
よ
っ
て
恩
恵
を
受
け

た
中
産
階
層
が
民
主
主
義
を
形
成
す
る

と
の
意
見
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
う
い
う
仮
説
を
直
接
に
検
証
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
経
済
階
層
と
民
主
主

義
の
価
値
の
間
に
な
ん
ら
か
の
関
係
が

あ
る
か
を
民
主
主
義
が
定
着
し
た
コ
ス

タ
リ
カ
で
観
察
し
よ
う
と
考
え
た
。
研

究
会
で
は
最
終
的
に
こ
の
テ
ー
マ
で
論

文
を
執
筆
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
視
点
は
、
経
済
政
策

を
実
施
す
る
政
治
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
問
題
で
あ
っ
た
。
民
主
主
義
国
で

は
、
ど
ん
な
経
済
政
策
も
政
治
家
と
関

わ
り
な
し
に
実
施
さ
れ
る
場
合
は
極
め

て
少
な
い
。
独
立
性
の
高
い
金
融
政
策

で
あ
っ
て
も
中
央
銀
行
総
裁
は
政
治
家

に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
の
が
常
で
あ

る
。
民
主
化
の
進
む
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
経
済
政
策
を
掌
握
す
る
政
治

家
た
ち
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
特
に
経
済

的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
形
成
を
調
べ
て

行
く
こ
と
は
政
治
経
済
学
の
今
後
の
研

究
課
題
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　

二
つ
の
視
点
は
、
民
主
主
義
国
家
に

お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
対
象
と
し
て

い
る
点
で
対
を
な
し
て
い
る
。
一
方
で

は
、
国
民
の
民
主
主
義
に
対
す
る
考
え

方
・
価
値
観
が
、
他
方
で
は
、
政
治
家

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
民
主
主
義
国
家

で
の
権
力
構
造
に
影
響
を
与
え
て
行
く

で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
事
例
が
、
今
後
の

発
展
途
上
国
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
政
治

経
済
研
究
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面

で
の
一
石
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
ひ
さ
ま
つ　

よ
し
あ
き
／
東
洋
大
学
国

際
地
域
学
部
教
授
）

コスタリカのリバタリアニズム政党  
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